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　パワーエレクトロニクスは、
電力の交流、直流の周波数を変
換するなど自由自在に出来るこ
とから、電気鉄道、産業用のモー
ターを動かすインバータ、新エネ
ルギーの発電、そして家電製品な
ど、様々なところで適用されてい
る。
　ラジオやテレビの通信では周波
数を変えて放送局を変える。電力
の分野でも、東日本では50Hz、
西日本は60Hz と分かれている
が、パワーエレクトロニクスの技
術が発達したことにより周波数変
換が非常に容易になった。

超電導

　リニア新幹線の車両の前後、車
両と車両の間に超電導コイルが埋
め込まれている。地上では始発か
ら終点までの側壁に、車両の推進
用コイル、車両を浮かすための浮
上コイル、そして側壁に当らない
ようにする案内コイルの３つのコ
イルが埋め込まれている。
　推進の原理は、磁石のＮ極とＳ
極の切り替える速度を変えること

で、車両の速度を制御する。浮上
の原理は、車両が動くことで浮上
と案内のコイルとの間に発生する
反発力、吸引力で浮上する。そし
て側壁に当らない原理は、車両が
壁に近づけば反発力が働き、遠ざ
かろうとすると吸引力が自動的に
働くようになっている。
　他にも超電導の応用として、送
電用のケーブルの技術開発が進め
られている。超電導は導線のロス
がほとんどないため、通常よりも
200倍の電流が流せる。非常にコ
ンパクトで、低損失になるメリッ
トがあり、地下トンネルの有効利
用にも役立ち、建設コストの削減
にもなる。

超電導電力貯蔵装置

　電気エネルギーをその
ままの形で貯蔵するのが
超電導電力貯蔵装置。充
放電時に大きなパワーを
瞬間的に取り出すことが
出来る。電池の場合だと
残量が正確に分からない
が、超電導の場合、電流

値から貯蔵エネルギー量が容易に
わかる。また、充放電の繰り返し
に強く、有害物質を使用していな
いので環境にも優しい。
　用途として、ハイブリット自動
車や、揚水発電所のような大規模
で比較的大容量なものなど、様々
な分野での応用が考えられる。

直流配電システム

　太陽電池や燃料電池など新しい
電源、貯蔵装置は直流で充放電し
ており、損失低減できる。そして
小型でシンプルな構成のコンバー
タの適用が可能など、信頼度の向

 新しい電力システム技術に関する
いくつかの話題

～パワーエレクトロニクスと
超電導の活用を中心として～

学校法人奈良学園理事長の伊瀨氏
　火曜午餐会・６月第１例会は４日12時15分から当部５階大会議室で開催した。講師に学校法人
奈良学園理事長の伊瀨敏史氏を招き「新しい電力システム技術に関するいくつかの話題～パワー
エレクトロニクスと超電導の活用を中心として～」をテーマに語って頂いた。伊瀨氏は、これか
らの電力システムについて「新エネルギー発電や電化製品など様々な用途にパワーエレクトロニ
クスや超電導が役に立ってくる」と語った。講演要旨は次の通り。
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　明治26年に創業し今年で126年。
現在の年商は285億円。社員数は
600名を超え、パート、派遣など
含めると1,300 ～ 1,400名が働いて
いる。営業拠点は４つの支店を含
め全国に27か所の営業所がある。
医療福祉関係では近畿圏を中心に
九州にもある。介護関連では、大
阪・堺にキコーメディカル㈱な
ど、介護専門の会社を子会社化し
て、合計８拠点で活動。グループ
会社は15社ある。生産工場は、北
海道から熊本など８か所ある。
　医療機関や福祉・介護分野で
は、高度な衛生管理が求められる
ので、トータルサービスシステム
で あ る「QUALITY・CLEAN・
COST・USEFUL・PRODUCT」

上が期待できる。
　最近のエアコンや冷蔵庫など、
機器装置の中で一旦周波数変換を
して、能力の調整しながら運転す
る。エアコンなら最初は120％ほ
どの力で運転をして素早く適温に
する。そして適温になれば、能
力を落としながら適温をキープす
る。また、ＬＥＤ照明や液晶テレ
ビも、機器の中に交流から直流へ
の変換、直流でも電圧の変換装置
がある。
　季節、天気による交流と直流
の、一日の損失電力シミュレー
ション結果によると、直流給電に
より一日平均で450Whの損失低

の５つの視点から品質管理を徹底
していつも清潔な商品をご使用い
ただいている。

貸布団のビジネスモデルの
創出

　当初、京都・伏見で綿商を営ん
でいた。その後、綿商に加えて布
団を中心とした貸物業を始めた。
小山榮三郎が父の死去後、分家独
立で奈良に拠点を移し、「小山榮
三郎貸物店」の看板を掲げたの
が当社創業の地と言っても良い場
所。
　最初の商いとなったのは、二月
堂のお水取りの行事に合わせて布
団の貸し出しを行った。そして明

減できる。

これからの電力システム

　今後、自然エネルギー発電や再
生可能エネルギー発電が出てくる
ので、地域間連携の強化が必要に
なる。例えば、風力エネルギー
は、北海道や東北にはたくさんあ
るが、関西ではほとんどない。自
然エネルギーは地域的に偏在して
いるため、北海道や東北から電力
の送電、あるいは東日本の50Hz
と西日本の60Hz の連携など広域
連携が必要になる。ですから周波
数変換所の増強も進められてい

治に入りインフラ整備が活発にな
り、明治30年、大仏鉄道のトンネ
ル建設工事の際、作業員の宿舎に
貸し出した。工事請負業者と独占
契約を結び、それまでにない売上
を計上することが出来た。鉄道事
業後は、電力発電所建設現場、戦
後は、名神高速道路などの道路建
設工事や、黒部ダム建設現場でも
仕事をさせていただいた。現在は
リニア新幹線建設現場でも仕事を
させていただいている。
　また、日本相撲協会とは昭和21
年の大阪での地方巡業から布団を
貸し出すようになり、現在は地方
巡業を含め、全ての力士の布団
や、場内の座布団もリースしてい
る。

る。
　しかし、コスト面の厳しさもあ
り、既存する送電線の有効利用の
ためにパワーエレクトロニクスに
よる制御装置の活用も進めないと
いけない。
　一方では、地産地消の電力シス
テムが、大震災以降注目され、災
害や事故に強い地域の構築、レジ
リエンスという復元力・回復力の
向上が注目されている。
　今後は、パワーエレクトロニク
スや超電導による制御装置が役に
立ってくる。

寝具レンタルビジネスの歩み
～奈良から全国へ～

小山株式会社代表取締役会長の小山氏
　火曜午餐会・６月第２例会は18日12時15分から当部５階大会議室で開催した。講師に小山株式
会社代表取締役会長の小山新造氏を招き「寝具レンタルビジネスの歩み～奈良から全国へ～」を
テーマに語って頂いた。小山氏は、今後について「今まで奈良県で皆様方とのお付き合いや、お
世話になってきた。今後も従来通り奈良のためにご奉仕をさせていただければと思っています」
と語った。講演要旨は次の通り。


